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UVプリンタを用いた二次元レンチキュラのカスタマイズ性の検討と試作

島元 諒 ∗　塚田 浩二 ∗

概要. 我々は，UVプリンタで造形可能なレンズアレイを用いた二次元レンチキュラを提案してきた．本
手法では，レンズアレイの直径や厚さなどをカスタマイズして出力し，独自のパターン設計ツールと組み
合わせ，視点に応じて二次元方向に画像が変化する情報提示を行うことができる．本稿では，本手法のカス
タマイズ性について検討し，制作事例を紹介する．

1 はじめに
近年，見る角度によって異なる情報を提示する多

視点情報提示手法の研究が行われている [1][2][3]．こ
うした手法は新たなインタラクションやコンテンツ
の創造に活用されている．そこで我々は，UVプリ
ンタで造形可能なレンズアレイを用いた二次元レン
チキュラを提案してきた [4]．本手法はレンズ等のカ
スタマイズ性の高さが特徴であるが，前稿では十分
に検討されていなかった．そこで，本稿では本手法
のカスタマイズ性について検討し，制作事例を紹介
する．

2 カスタマイズ性
本手法でカスタマイズ可能な要素の一部を図 1に

示し，各要素について検討していく．

図 1. カスタマイズ可能な要素の一部．
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2.1 レンズの直径
レンズの直径は表示の解像度に関係する (図1(a))．

図 2は直径 2.5mmと 1.5mmのレンズアレイそれ
ぞれで同一の画像を表示した例である．このように，
直径 2.5mmの大きなレンズアレイではドット絵の
ような低解像度な表示，直径 1.5mmの小さなレン
ズアレイでは高解像度な表示となる．

図 2. レンズの直径が異なるレンズアレイの比較．

さらに，本手法では直径や厚さの異なるレンズを
複数組み合わせて自由に配置し，1つのレンズアレ
イとして印刷することができる (図 1(c))．
図 3は，直径が異なるレンズを組み合わせてアク

リル板に印刷したメッセージカードの制作例である．
中央に直径 1.5mmのレンズを並べ，それをフレー
ム状に囲うようにして直径 2.5mmのレンズを配置
している．比較的解像度の高い中央部分には 2つの
文章を，左右に視点を動かすことで切り替わるよう
表示している．解像度の低いフレーム部分は，スト
ライプやドットなどの 8つの絵柄がなめらかに切り
替わる．

2.2 レンズの厚さ
レンズの厚さは視野角の広さに関係する (図1(b))．

先行研究 [4]にて，レンズが厚くなるほど視野角が
狭くなることが確認されている．
そこで，図 4 右のような，厚さが異なるレンズ

をフレーム状に組み合わせたレンズアレイを制作し
た．直径は全て 1.5mmで厚さは外周 0.35mm，中央
0.75mmである．これを厚さが均一な直径 1.5mm，
厚さ 0.35mmのレンズアレイ (図 4左)と比較した．
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図 3. 直径の異なるレンズを組み合わせたカードの例．
2種類のメッセージが切り替わる中央部分 (左)と，
8つの絵柄に切り替わるフレーム部分 (右)．

図 4. 均一／特殊なレンズアレイの模式図．

その結果，一定の角度から比較すると見え方に特
徴的な違いが見られた．図 5は同一のパターンを表
示して，視野角が-30度の位置から撮影した結果で
ある．フレーム状のレンズアレイでは，外周 (厚さ
0.35mm)が赤いパターン，中央 (厚さ0.75mm)が青
いパターンとなり，フレーム状に分かれて見えるこ
とが確認できる．これは，視野角の狭い厚さ0.75mm
の部分から先にパターンが切り替わり始めたからだ
と考えられる．

図 5. -30度における均一なレンズアレイ (左)とフレー
ム状のレンズアレイ (右)の比較．

2.3 画像パターンの分割方式
レンズアレイの下に重ねる画像パターンは，レン

ズの直径に合わせた円状のピクセルから構成される．
我々は，ピクセルの分割方式として，円の中心から
放射状に分割する方式と，同心円状に分割する方式
の 2種類を検討している (図 1(d))．この 2つの方
式を組み合わせることで，多様な角度からの多視点
表示を実現できると考える．
図 6に画像パターンの分割方式の一例を，図 7に

それぞれのパターンの実際の見え方を示す．

図 6. 画像パターンの分割方式の一例．(1)放射状に 4

分割した基礎的なパターン，(2)円の中央を白く塗
りつぶしたパターン，(3)円の中心を別の画像で塗
りつぶしたパターン，(4)中央の扇型のピクセルを
それぞれ別の画像で塗りつぶしたパターン．

図 7. 分割方式ごとの見え方．

さらに，部分的に画像パターンの分割方式を変え
た例として，パスワードの入力画面の制作例を挙げ
る (図 8)．この入力画面では，ディスプレイを正面
から見ると全ての文字が表示されて見えるが，斜め
から見ると上部の「PASSWORD」の文字だけが残
り，テンキーパッド等が見えなくなる．このように，
部分的に分割方式を変えることで，一部の情報を隠
したり，変化させるといった情報提示が可能になる．

図 8. パスワード画面表示の例
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